















































・第 2 子より保育所利用料半額 







年では 3 組 4 名、平成 28（2016）年では 2 組 2 名の移住者がおり、また能登町全体で
は平成 27（2015）年 11 月 17 日時点では 7 組 13 名、平成 28（2016）年では 14 組 27
名の移住者がいるという。 
また、先述した体験の家の利用に関しては、平成 28（2016）年度現在の状況として、
黒川は利用実績なし、小間生は 4 組 7 名の利用とのことだった。 
 
3．村営住宅の建設と現在 
 『柳田村 30 年のあゆみ』（2005：83）によれば、旧柳田村の住宅建設は古くは教員
用住宅に始まり、平成に入ると過疎対策の一環として若年者の村内定着を目的に建設さ
れた。平成元（1989）年から国光地内のひかり団地に始まり、さくら団地、いしい団地、
わすみ団地と建設が続けられ最終的には 27 棟 56 戸の賃貸住宅が完成している。ここ
では特に上町地区のわすみ団地について詳しく述べる。3.1 の内容に関しは『柳田村 30










































3.6 わすみ団地の人口分析  
 先述したようにわすみ団地では 20 歳代中頃から 40 歳代の子育て世代が多いという
話だったが、事実その通りで下の表からも分かるように 30 歳代後半から 40 歳代前半
の方が非常に多く、また 10 歳代前半までの子どもの数も非常に多い。さらに上町地区








図 1 わすみ団地の性別年齢層別人口構成 
 
（出所：2016 年 3 月 31 日付の住民基本台帳より集計し作成） 
年齢（歳）男（人） 女（人） 計（人）
0‐4 3 4 7
5‐9 11 1 12
10‐14 9 5 14
15‐19 4 0 4
20‐24 0 2 2
25‐29 2 3 5
30‐34 2 2 4
35‐39 5 6 11
40‐44 10 9 19
45‐49 2 4 6
50‐54 1 0 1
55‐59 0 0 0
60‐64 1 1 2
65‐69 0 0 0
70‐74 0 0 0
75‐79 0 0 0
80‐84 0 0 0
85‐89 0 0 0
90‐94 0 0 0
95‐ 0 0 0







表 4 上町地区全体の性別年齢層別人口構成 
 
（出所：2016 年 3 月 31 日付の住民基本台帳より集計し作成） 
年齢（歳）男（人） 女（人） 計（人）
0‐4 9 13 22
5‐9 23 10 33
10‐14 22 22 44
15‐19 22 21 43
20‐24 16 19 35
25‐29 13 14 27
30‐34 19 9 28
35‐39 28 29 57
40‐44 40 24 64
45‐49 32 25 57
50‐54 19 20 39
55‐59 34 25 59
60‐64 42 47 89
65‐69 46 65 111
70‐74 47 31 78
75‐79 25 33 58
80‐84 23 41 64
85‐89 21 45 66
90‐94 6 17 23
95‐ 3 6 9















B さん（百万脇、男性、50 歳代） 
 B さんは、現在石川県柳田星の観察館「満天星」に勤めている。満天星は、昭和 63
（1988）年に旧柳田村が環境庁の「スターウォッチング星空の街コンテスト」で表彰さ















C さん（天坂、女性、60 歳代） 




















 移住してきたものの、石川県での生活、柳田村での生活がすでに人生の 4 分の 3 以上
を占めていることもあり、柳田はまさしく第一の故郷であるという話だった。。 
 

























































第 4 節では県内外からの移住者について記述した。第 3 節の A さんを含めて今回の
調査では 5 人の移住者の方に話を伺ったが、A さんと C さん、D さんは結婚や実家に
戻るなど家族関係の理由で、B さんと E さんは仕事の理由で移住したと言える。また、
A さんからは団地内での母親同士のつながりがあること、C さんからは自身の子が幼稚
168 
 
園、小学校と学校に通うになってから母親同士のつながりができたという話を伺ったが、
移住した後にいわゆる“ママ友”のコミュニティに入りそこから近所付き合い等も生ま
れるケースもあるのではないだろうか。この章を担当する私は秋田県秋田市生まれ秋田
県秋田市育ちであるが、私が幼稚園から小学校にあがる時に市内の中心部から少し外れ
た地域に引っ越したことがある。その時のことを思い出してみるとやはり父親の方は特
に近所との交流はなかったが、母親の方は近所の自分と同じ歳の子を持つ親とまず交流
を始めていたように記憶している。 
また、今回話を伺った方からは冠婚葬祭や生活様式、方言の違いに困ったという話は
なかった。特に B さんは「柳田の人は優しく、来るもの拒まずで排他的な要素も薄い」
と語っていた。私は秋田県から石川県金沢市と遠く離れた県に大学進学を機に暮らすよ
うになり石川の言葉がわからなかったり、自分の言葉が通じなかったりという経験があ
ったため、調査を行う以前に移住した人はきっと生活様式の違いや言葉の違いにおそら
く苦労したのではないかと想像していた。しかし、今回話を伺った限りではそういった
話はなく、B さんが話していたように柳田地域の移住してきた人に対する受け入れる姿
勢がそういった違いを感じさせないということも考えられる。 
 
6．おわりに 
 「地方創生」という言葉が主要な政策のキーワードにもなっている昨今であるが今回
の調査では私は、移住というテーマで上町地区や能登町の移住環境、そして実際に移住
された方の話を記述してきた。能登町としても新たな移住への取り組みが見られるよう
にこれから移住の形が変容していくのかもしれない。 
 最後になりますが、この報告書を書き上げることができたのは、聞き取り調査に関わ
っていただいた皆様のおかげです。情報不足の面もありすべての事柄を網羅しているわ
けではありませんが、その点についてはご容赦ください。この度は本当にありがとうご
ざいました。 
 
  
